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解説

★ （1） 火山の噴出物が堆積してできたものは凝灰岩(イ）である。

★★ （2）

★★ （3） 地層に力がはたらいて、おし曲げられたものを「しゅう曲」という。

★★★ （4）

★★★★ （5）

★★★★ （6）

★★★★★ （7）

解説

★ （1） 火山の噴火によって堆積してできた層は、凝灰岩（ウ）である。

★★★ （2）

★★ （3） 三葉虫が堆積した地層時代は古生代である。
★★ （4） 時代を推定できる化石のことを示準化石という。

★★★★ （5）

★★★★★ （6）

チャートとは主に生物の死がいなどが堆積した岩石であり、うすい塩酸をかけても泡が発生しないので誤り（エ）。
うすい塩酸をかけて泡が発生するのは石灰岩である。

それぞれの標高は図1と図2をもとに考えると、A110ｍ、B120ｍ、C100ｍ、D110ｍとなる。A～Dの火山灰（今回は
基準として火山灰とした※他の堆積岩を基準においてもOK）の地層を垂直に掘ったときの標高を考える。Aは図3
より110－45＝65ｍ、B～Dも同様に考えると、B120－35＝85ｍ、C100－35＝65ｍ、D110－25＝85ｍとなる。これ
らからA（東）＝C（南）、B（西）＝D（北）より、北西（ク）から南東（エ）の向きに低くなっていることがわかる。

(5)より北西から南東の向きに20ｍ低くなっていることがわかるので、X点は南東よりも10ｍ高くなっている（北西よ
りも10ｍ低くなっている）。よってC（南）（※標高が同じだから比較しやすい。）では地表から真下に35ｍ掘ると火山
灰に達することから、X地点ではが地表から35ｍ－10ｍ＝25ｍとなる。

①サンゴは暖かい浅い海（イ）で生息する。ちなみに湖や河口（ア）で生息するのはシジミで、標高の高い陸地（ウ）
に生息するのはブナである。
②堆積した当時の環境を知る手がかりとなる化石を「示相化石」という。

まず、B、C、Dで比較する。Bは標高80ｍなので、10ｍ削ると（Cが標高70ｍのため）、Cと同じ柱状図になり、Cは標
高70ｍなので、10ｍ削ると（Dは標高60ｍのため）Dと同じ柱状図になるためこれら3地点の地層の傾きがないと考
えられる。次にA・C・Dを比べると、AとCがともに標高70ｍなので、10ｍ削ると（Eが標高60ｍのため）、北（エ）の方
に地層は低くなっていることがわかる。

①フズリナは古生代に堆積すると考えられる。
②含まれていた地層が堆積した時代を知る手がかりとなる化石は示準化石という。
③フズリナと同じ時代に生息したと考えられている生物はサンヨウチュウ（ウ）である。ちなみに、ア　ビカリア（新生
代）、イ　アンモニア（中生代）、エ　デスモスチルス（新生代）、オ　ナウマンゾウ（新生代）となる。

Aの層が砂岩1・凝灰岩・れき岩・石灰岩、Bの層が砂岩1・凝灰岩・れき岩・泥岩、Cの層が凝灰岩・れき岩・泥岩・
砂岩2、Dの層が泥岩・砂岩2・れき岩・石灰岩、Eの層が砂岩2・れき岩・石灰岩の順に堆積している。これらを整理
すると新しい堆積岩から砂岩・凝灰岩・れき岩・石灰岩・砂岩2・れき岩・石灰岩の順に堆積していることがわかるの
で、地点Ａの柱状図の砂岩より古い時代の砂岩を含むものは、C、D、Eとなる。

泥岩の層の高さはC層から7.5ｍとわかる。A地点の一番下層の泥岩（7.5ｍ）から石灰岩に達するまでにはC・D層
をみると、砂岩2（5ｍ）、れき岩（5ｍ）を通ることがわかる。よって、A地点の下層からさらに10ｍ掘れば石灰岩が現
れるので、地表から垂直に掘ると、20＋10＝30ｍとなる。
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目標時間
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